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一 卿 娜

価格形成の計量分析

⑷相対細格の動学的調整過程 

厳密な意味における価格形成問題が相対価格形成と 

絶対価格形成とのニつに分割されて‘いるのは改めて指 

摘するまでもないことである。絶対細格の形成は最終 

的にニューメレールに指定された財の価格の決定に関 

わるものである。少なくともこの部分的な問題そのも 

のは経済全体での貨幣供給と貨幣需豉の対立を基点と 

して考察するのが最も現実的である。しかし，ここで 

は貨幣市場の復雑な要因を生産物市場との関連におい 

て漭入することは試みない。ただ，理由を論ずること 

なしに,一つのニューメレ一ルとして国内財の総体を 

とり，その価格として国内财や経済主体別通貨保有残 

高をゥヱイトとする加逋平均値をとることにす髮。さ 

きに示した(丨丨)における変数qt がそれである。仙の推 

妃站染はつぎのようであった。

(l8》 = り. 2566 +  0 .00002 2  U<_^+ 0 .4786 wt 
(0.0000) (0.1155)

• + 0 .7 0 1 0 - ^ — 0 .0170 Q ,
(0.1139) <0.0035)

豆2= 0.981 S = 0 .0075 r f= 2 .113
または，

ニ 0. 299o[o. 8582 +  0. 00006 S I L - ,

+  1.6007 wt~ ^ L ± j - o. 0170Q
および

妯 ' ^ L = ~ ° - 1062-0.000023 2  U ^ ^ + 0 .0317 iu  
(0.00001)卜1 (0.0533)

-  0.1413 din  + 1 .0 2 9 6 ^  
(0.0503) (0.0792) 9

-O.OldOQ
_  (0.0065)
R2 = 0. 958 S= 0 . 0151 rf=2. 340

または，

^ T q r ) = ~^' 1062~ °- 000023 2  U<_j
+0.0317 iu  — 0.1413 Mdt — 0.0100 Q 

相対価格め場命にもそれほど大きな変化は認められ 

ない。つまり，消费者物偭は主としてコスト要因に侬 

杯しているのに対して，卸売物価は需給の相対的な変 

化によって強い影響を受けているととが分かる。

もう一つ興味あることは，（⑶またはその泣形から叨

らかなように，細 売 物 価 は そ の 相 対 価 格 を と る と 調 整  

期 間 は 約 半 年 に 短 縮 さ れ る こ と で あ る 。 このことは， 

仮 り に ニ ュ ー メ レ ー ル の 選 択 が 適 当 で あ っ た と す 、れ ば ， 

絶対価格の変動が貨幣供給の変化な .どによってその位  

相 を も 変 え ら れ て い る こ と を 洞 察 さ せ る 。 したがって， 

_ 格 形 成 の 計 量 分 析 は 今 後 相 対 価 格 に よ って進 め ら れ  

る こ と が 塱 ま し い で あ ろ う 6 

㈣ および(丨咖こおける一つの難点は,受身の在庫投資 

が 各 财 別 に 把 握 さ れ て い な い こ と で あ る 。 そ め た め に ， 

左 辺 と 右 辺 は 同 一 財 の 市 場 に対応していな Y ミ。 L か し ， 

u fは 最 終 生 産 物 市 場 全 体 に 対 応 し て い る か ら ，それは  

消費財市場および財全体の '卸売市場における需給の不  

均 衡 を 表 わ す 代 理 変 数 と な り 得 る で あ ろ う 6

Sffls

この研究では，まず生產関数の直接推定の問題から 

始まって，限界生産力説にもとづく短期供給方程式の 

特性値を求め，潜在的超過供給を推定し，これを価格形 

成メ力ニズムの計量分析め足がかりとして動学的な価 

格方程式を推定した。したがって, 問題は⑴生産関 

数の推定は適切におこなわれたか，⑵潜在的供給の推 

萣は適切であったか，⑶受身の在庫投資の概念および 

その推定は妥当か，⑷受身の在/1|!投資方程式の推定は 

妥当か，および伽格方程式丨-3体に問題はないか等々非 

常に沢山の論点を提示し:^ことになる。筆者‘は⑵を除 

く他の点については大雑把ながら論じたと思うが,第 

2 点については若干袖足の必要を感じているので， 以 

下にff0単に触れておく。 10 _ : .
潜在的供給の推定上大きな問題はマークアプ耍素 

の薄入である。 もし，⑵7 においてマ一-クアツ：/要素 

を 1 とおくと，潜在的供給は実際のG N P よりも多く 

の期間において小となってしまう。 そこで， 昭和 35 
年平均で両渚が等しくなるような数値を求めると， 

2 .0 0 2 となるわけであるflこの数値はやや大き過ぎる 

ようではあるが, おそらく生產関数の®接椎定におけ 

る推定値のバイアスが影響しているのではないかと思 

われる。しかし，この方法によ今潜在的供給の推楚は， 

この概念の便利さととも匕価格分析における一つの有 

効なトゥールとなるであろう。

最後に，ニューメレールの俩格の設定による絶対価

汪（6 ) との点については，浜丨.丨】(5) pp. 8 - 9 およびp. % を見よ '
( 7 ) ケ，トービンは筆治のリポートへのコメントの一つとして，消麵,投資財別の生逾_ 数の測定を提案した。

しかレ，これは，現段階では，炎働役入• 生鹿物のjrj途別分類等の新しい困難な問媚を伴$ ことにかる,
, •

190 (95^)

i凝

み レ 磁 化 が '’、' ⑶ほれ対印:^欲 似 成 取 •取 奴 V■深 g 洗 把 想 ?

価格形成め計®分析

格と相対価格の計量分析の必要性を強調しておきたい。

物価変動の経験的研究はとれまでこの問題 fc'対する、ン

ステマティックな分析を怠ってきたように思われるが，

デイマンド• プルもぅスト• プツシュもすベてこの迤

準がら再検討されるべきであろう。
• - -
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板 ガ ラ ス 産 業 に お け る 企 業 行 動

1 . 序 .

この小論の自的は，_ 者说先に测走したわが国板ガ 

ラス産業の模型を用いて，旭硝子と日本板硝子のそれ 

ぞれの'国内供給量を横軸，縦軸にとった平面に両企業 

の等利潤丨山線群を描き，それに匙づいて両真占企寒の 

行動に関し分析検討するところにある。またそのこと 

によりて, 先に得られた両企業の'嶂測変勤(conjectural 
variation) の推定値について理論的な意味づけを与え

岩 田 . 魄

たい。今回は1956年上期から1961年上期までの期間 

に関する分析結梁のみを報告する。

2 . 模型の概要

最初に，等利潤曲線を如くための模型の概翦を辑明 

しよう。詳しくは脚注⑴の最初の論文を参照してほし 

い。企業の種類を《で丧わす。如 A，N, C であり， 

A : 旭硝子 .
N : 日本板硝子

注（1 〉 「旗占市場におげる価格決宠~—- 我国板ガラス途業の分析ず三出商学研究j 第 11卷第4 号，1968年， 

pp.56 -107参照a それ以前の段階'の分析としては「板ガラス途業の生產搆造とホ•場構造についてj f産業研究j 
欲 5 号，1968年, pp. 4 5 -6 5 ,および「板ガラスエ業一価格形成機構の分折一」新餌田..小好編ずロ本め座 

業組織j 岩波書店，1969年, 敗8 窜，彳1). 205-238を参照されたぃ„
191(957)
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C : セン•トラル硝子 

と.ナ夺。.

また，製品の種類をゴで表ゎし.メ= 1，么 3 とする*
たたし：...:.:：. . , .

1 . .普通板• 変り板ガラス（舉位並箱/ 半年）

2• 磨き扳ガラス（単位実箱/ 半年）

3 . その他製品（単位千円/^年年，1962年基•準の実質 

伽値）

多/': i 企業 j 製品の国内価格（千円/ 举位）

脚 ’' : t• 企業：T製品の輸出価格（千円/ 禅位）

仲/ :  i 企業 j•製品の国内供給量 

仲/ :  %企業 j 製品の輸出量 

の，‘: ぜ企業j•製品の供給量 

Dパ ゴ製品の国内需要量 /
% ： ，製品の輸入量 

m ： イ企業の利潤（千円/ /半年)
R<: i 企業の総収入(千円/ 半年）

C i : 《企業の総費用（千円/ 半年）

(V : i 企業のその他費用 (千円/ 半年)
9 b，: く企業の営業外損益（千円/ 半年）

また原材料の種類をたで表わす。 k = h  2 , ……，6 
ただし，

1 : 珪砂（トン/ 平年)
2 ： ソーダ灰（トンノ半年）

3 : 苦灰石（.トンZ 半年)_
4 : 原料塩 ( トン/ 半年〉

5 : 石炭 . 重 油 （百万キロ力6 1) 华年）

6 : 霜力（K W H Z半年)
とする。そうして

W ： 《企業の第A原材料の投入置 

sJ: t 企業の第ん原材料め購入価格 '
とする，また 

IV : i 企業のその他製品の価格指数（ィンプリシッ

トデフレータ, 1960=1)
U ： f 企業の従業員数（期末，人)
K*: i 企業め実質資本設備（期末，19S6年上讪肺格 

で評価） '
奶： i 企架:の賃金〔千円/ ( 人 . 半年)〕 

r<: %企業の実質資本設備の堆位当り平均毀用

I：千円, ( 塔位• 半年)〕

Q /: i 企業j 製品の生産能:/J (期末）

またTfJ場需袈関数の説明変数として 

Pパ j 製品の価格指数：(1960-1)
朽 ： 投 資 材 伽 格 指 数 (1 9 60 = 1)

T : 建築着工面積（千 mン月)
(0： 木造建築比率 

A i 自動$ 生産台数 (台/ 月）

Y ： 実質個人消費支出（1 0 億円/ 四半期）

灼： i 製晶の品質指数(土実効単価/ p,.)
第 t•企業の利潤m を次のように定義する。

⑴ n-»=Ri—Ci 
ここで総収入R••はそれぞれ，

⑵ Ra — j)i a?dia +j)eia$eia + ptAqv2A+ pE2AqsiA
+  p 3 A Q3A

(3) RN =  J).li<ZmN +  P E lV lN +  ̂ 2N?D2N +  ?)E2NaE2̂  
であり，ま た 糍 费 用 は

⑷ 和 a L a

+  rAKA 十 Cba
(5) Cn ~

无+4 .

+?*nKn +  Csn
のように索義されてI 、る。 饥ジ，(CoVPo* )に関す冬そ

れぞれの投入関数は

(6) Wli"-= 10-2- 480(g,A+ 2. 5?2A)'-058(?3A)°- 08807
(7) VUA-= 1 0 4 S9% A + 2 .知 / ) 1.。58(のA)0. 1690
⑶ 吻3A ==10—2. <92(のA+ 2. 5g1A)°- 91sH(q3A)°-m:

: ⑶ m*A'~=10*. 2i9(qiA +  2.5q2Ay - tUi(q3A)°-05907
(10) m5A== 100 4184(giA +  2 . 5gzA)0-8 6 3 1 .
(11) CoA

P ^ = 3 , 684, 3 3 3 + 0 .1404?lA
+  8. 85092a + 0 . 3899qaA

02) WiN= 10~2- 44Z(?1N +  2. s ^ ) 1-1504
(13) w 2n== 1 0-3'647(9lN+ 2 , 5?2n) 1-251
(14) W3N == 10~4 M5(9,n +  2. S ^ ) 1-387
(15) m5N= 1 0 l.278^lN)d.6970(92N)0.02875
(16) m6N=: 103. 936(办Nパ• 39al(办N)。. 2116
(17) CoN

Po^ = lO5, 397(giN)°-0238,(^ N)o-
ただし * •

(18) ? / —? d /+ ^ e /  i ~ A ,  N
である。

価格灼は同一銘柄の板ガラスならば企業間の差は 

.ないという仮定を置いているが， この横型では板ガラ 

スを# 通 扳 ♦変り板と磨き板の 2 極類に大きく分割し 

ているに過ぎないため各製品作の銘柄構成の企業間の 

:華興に甚づ，く突効】れ伽<0差興が生ずる。そこで企業 lllj 
での兒かけ上の伽格の差異を認め,両企業の伽格をそ 

れぞれ p / ，が と 錬 く 。•仙i格に関して解いた形の市埸

192(958) ■~一
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- 要関数は 

(19) 2?if= 6 l0 1 Pi^i
.sn. —h t(®) Pi*—bio D a ^ T _^ A  

ただし

(2!) bto =  Gl~b̂ bto/ '
(22) 620 =  61_422-6232*：62*62o/

でぁり

6 n /= 1 0 3.92'  &u =  —0 .87 04，6,z =  0.5034,
613= —0. 2448, W ^ I O 0-6117, 6 n = - 0 . 1498,：

• 622 =  0. 2739, 623= 0.1309 , 624 - 0 .  6450 \

であるo また \
(财 D i =  qojA+ qofN+ qDj°+ j = l , 2 \

である《 \
⑵〜脚を⑴に代入すれば各企業の利潤関数が得られ 

る。.
企業が短期的に動かす ;ことのできる鸾数をその製品 

の供給量 如ノセあるとし,それらを独立変数として旭 

硝子> 日 本 板 硝 子 の 利 潤 関 数 を 表 わ サ ば ’
(24) JrA=7rA(?oiA, ?d»n, ?dig, gmA, :伽 N, gDic)
(25) 7 t m N(9DiA, 細 N, ?Dlo , 仲 / , 細 N，抑 G) ‘ 

となる。

セントラル硝子の供給量は所与の値として実續値

図 1 普通板 •変 り 板 1 9 5 6 年上期

を置く。 セ、ノトラル硝チは替通梹•変り板市場には 

1959年下期から，磨き板市場にはi 964 年上期から参 

入して来た。それ故今回の分析の如間（1961年上期ま'  
で)，は磨き板市場は旭硝子と日本取硝子の復占市場で 

あっf c し，まfc普通板 • 変り板市場でも1 9 6 1年上期 

においてセントラルのTfJ場占拠率は未だ5% に満たな 

かった。 ,
以下哿通板 • 変り板ガラス，磨 _ 拔ガラX それぞれ 

について (和/ ，な！> / ) 平面におけ^ )等利_ 曲線群を描 

いてみ；] :う。

との場合一つの問題が生じる— 3 社の決算期間は互 

いに興なっている。 旭硝子悴6 月 1 2月決算,日本板 

硝子は9 月 3 月決算（セントラル硝子は年1 回の12月決 

算) である。 との分析でほ，この時間的差異を無視し 

てそれぞれの上期, ■下期を互いに対応させるととに1, 
た。また共通な変数例えばMh p , -などの時間̂pr分は 

旭硝子の冬_れに-合わせること Lた.このためもあっ 

て通_ 省の『窯業統計年報』i)、ら得られる国内向出荷 

量 （D广 M，.，表2 参照) . と，主として各社の有命丨証券 

報告書から得られる国内向供給量の3 社の合計 (qVjA 
+ 卯/ "+卯/ 3) は4 致しなし、

卯/ ，q n f 平 面 に 等 利 線 を 桢  < 際には，qDj\  Ql}̂  
以外のすべての细立変数には実巔値が代入されている。

nU

m ( _ )

十 rnitfirriww撕i 撕ー怖办货•丨 rftiii.irrT̂ Tri一“〜パ  私 ? ^ 产 财 饥

蘇 か ぬ 如 1 ̂  忍 筑 ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ^ ; ^ ; ; ^ ^ 取ん：でば: ^ ^ ^ ドニ;孤■抑 风
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を検討しよう。図 1 ，図 2 に 1 9 5 6年上期，下期，そ 

して図3〜5 に 1960年上期〜1961年上期の結果を示 

す。これらの図の横軸は旭硝字の国内供給量仲/，縱 

軸は日本板硝子の国内供給置扣丨N である。物 ，’の単位-
図 2 普通板 • 変 り 板 1 9 5 6年下期

図 3 普通板 . 変 り 板 1960年上期

3 . 普通板• 変 y板に関する 

等利潤曲線群

まず，普通板v变り板ガラスに関する等利潤丨丨丨丨線群
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•,•の単位は亩万円である。E 点は市 

2 社の国内向供給量の実際値を座標

は千並箱，利潤 

場均衡点を示し，

としている。

われわれの費用関数は生産量がその生産能力の限界 

を傲かに越える点までしか，その近似が有効でないと 

考えてよい。従って，描かれた等利®丨丨丨丨線也産能 

力の範囲内とその近铸でしか正確でふい。そこでこれ 

らの限界を図に示してみよう。各企業の輸出* 昨/は 

外虫変数としているので「生産能力Q / の内 gE/ だ 

け輸出向に使用される。’それ故国内向供I合のための生 

廣能カほ， Q / - W セある》図の ’0 ん Q C はそれ 

ぞれQ / —物へ Q}：N~ m N を示す。そこで矩形OAtec 
の内部が等利潤曲線が意味を持っている領域である。

矩形が記人されていない場合はク‘ラブで示されている 

領域の外側に矩形が存在する。

図 1 ，囪 2 の 1的6 年の上期* 下期セは，日未板硝 

子は坐產能力ニ杯に操業を行なづており，これ丨こ対し, 
旭硝子ほかなり低い稼働率である。

図 1 ではE点を tta=  —133 (百 万 円 )と 咖 一 590 
(百万円):の 2 本の等利潤丨丨fj線が通過して'いるが，jrA= 
— 133のE 点における勾配は前論文で推定した昝通板.
変り板に関する旭硝子の臆測変動:と大体一致す

(表1 参照この因から分るように; E 点は/_ 硝子の等 

利_ 曲線7TA=- 133 のかなり水平な部分ぢ迸く位置し 

てV、るごとが分る。これは旭硝子成日本板硝子の供

図 4 普通板y■変り板，I 9 6 0年下期

注（2 ) 前掲詾文「| ぶ占市場‘••‘•，j p , 1 0 4で述べたように，臆測务動は均蘅点における等利潤曲線の勾配として推；*g  
される。すなわち掏えば旭铕芋<0臆 棚 変 動 ほ   ;i

dqj 2>
i0

ザ
1 ゴ= 1 , 2

. ■ | . • ' ■* V
ところで9 / = 9 / N+ 9 /0 であり，セントラル供铪傲V 5 は 一 定 で あ る ん ら '•セ ギ 。韋た輪出蛩卯/はー妃

としているから， となり，因の等利涧曲線の勾配と一致するはずセある。，しか1ニ時間の区切りの3

力/J興なるロ本板硝チ0 国._ *；給量を旭’硝-了で周内供|合錄と結.びつけている:ために,.:表 1'の臆抑)寒動の値と図の 

等利潤llll'線の勾配とは若干異なる。 し -  :
，' ‘ — 195 (961) —
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表 1 臆測変動の推定値

普 通 板 •
ラス

変り板ガ
磨き板ガラス

旭硝子

<^iA

P 本板硝子 

dffiN
V

旭硝子

而*A 
dq，

日本板硝子 

dq^
年

1956
期

1 0.041 0. 839 -0 .8 6 9 - 1 .0 7 9
56 2 0.270 0 .817 -0 .8 6 7 - 1 .0 2 8
57 1 - 0 .0 0 3 0.6B9 - 0 . 844 - 0 .  968
57 2 0 .141 0.691 -0 .8 7 5 -0 .8 7 4
58 1 0.137 0.667 - 0 .8 7 0 - 0 .9 7 5
58 2 0.108 0.737 - 0 .8 8 8 - 0 .8 7 5
59 1 0 .133 0.666 - 0 .8 9 3 - 0 .  835
59 2 0 .139 0. 939 - 0 .  897 -0 .8 3 7
60 1 0.045 0.743 - 0 .  _ - 0 .  774
60 2 0 .122 0.726 一 0.885 — 0.807
61 1 0.168 0.798- - 0 .  889 -0 .7 7 8
61 2 0 .156 0.792 — 0 .8  的 - 0 .8 1 3
62 1 0 .101 0. 849 —0. 879 ぐ  0.852
62 2 0.290 0.952 - 0 . 的1 -0 .8 4 2
63 1 0.227 0. 936 - 0 .  869 - 0 . 780
63 2 0.282 0.968 - 0 .9 0 8 - 0 .7 9 7
64 1 0.271 0.989 - 0 .  859 —0. 754
64- 2 0 .182 0.865 - 0 . 8  十4 - 0 .  788
65 1 . 0 . 2 41 ，0. 989 -0 .8 6 4 5 - 0 .7 7 2
65 2 0.195 — ~0» 8§4 . . 一 .

と呼ぶ。.図 0 は図1 の 1 9 5 6年上期の等利潤iia線群を 

苒掲したものであるが，そこに点線で旭硝子の反応丨山 

線を，破線で日本板硝子の反応曲線を示これら 

は等和i澗曲線の勾配o (日本板ならば勾@無限大）の点 

の軌跡.である。 日:^板硝子の反虑_ 線はh 点から坐 

產能力の限界線H B と一致するであろう。両者の交点 

(因6 では’F点j  'はいb 今る、ク一ルノ一点である。

シュタッケルベルクめ先行者（leader；) と追随者（fol- 
lower) との仮定によれば，先行者ほ他企業がクールノ 

一的に行動する，すなわち反応曲線上を動ぐと想定し 

て行動する。それ故もt 旭硝子が追随ロ本板姑子 ’ 
が先行者であれば図のG点に均衡が成立するはずでお 

る （G点は旭碎于め反応曲線上での日本板硝子の利潤の 

最大点である

旭硝字が追随者，.日本板硝子が先行者として行動す 

るときに達成される均衡点に近い点に_>実の市場均衡 

点が存在する.ことは, 因 3〜因 5 の 1960年上期7 ^ 6 1  
'年Jtl期においても言える（またここでは掲げなかったが, 
1 9 5 7年上期〜I9 5 9 年下期fごついても同様である）。

図 7 磨 き 板 ，1960年上期
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板ガラス產業における企業行動

4 . 磨き板に関する等利潤曲線群

次に両者の磨き板ガラスの国内供給量に関する等利 

_ 丨山線群を, 1 9 6 0年上，下，1 9 6 1 年上の 3 期間につ 

いてそれぞれ図 7，8, 9 に示す。 この期間に知いて 

41 磨身板ガラス市場は旭• 日本板の完全な複占市場で 

あった。図 7〜9 を見ると，均衡点E の近ぐでは両者 

の等利潤曲線群はI 、ずれも負の勾配を持っている。 こ 

のことは表 1 の磨き板に関する臆測変動の推定値が

表 2 板ガラスの国内需要と輸入の実敏

普通板 • 変り板ガラス 磨き板ガラス

需-5?贵 

D»,
輸 入M, 需驳暈 . ,

d 2 ，ヘ輸入
m 2

年 期 並筘 並箱 . 実箱 実筘

1956 1 2, 574, 000 4, 238 37, 282 1* 669
56 2 3, 419, 300 4,718 46,141 2,342
57 1 3,193,800 6, 356 48,669 9, 289
57 2 3,752, 900 6, 452 68, 975 14,297
58 1 2, 889,700 5, 067 76,456 13,217
58 2 2, 960, 800 6, 097 ■ 70,876 3,601
59 1 3, 363, 900 8, 255 85,015 2,910
59 2 4, 374, 600 8,721 ' 124,506 1,366
60 1 3, 846, 300 7, 545 129,219 1,727

： 60 2 4,706, 300 10, 554 170,868 11,387
6 1 1 4, 231,500 17, 512 149, 976 9,560
61 2 5, 307, 500 11,119 189,150 10,916
62 1 4, 583, 300 11,110 170,241 5,233

;6 2  2 ；5, 568, 300 13, 543 19 0, 218 . 3,564
63 1 5, 085, 400 10,019 191,932 1,801

. 63 2 6, 214, 400 10,688 223, 016 5,998
64 1 5,793, 500 15, 936 248, 520 17,893
64 2 6, 5^5, 900 9, 259 292, 600 7,446
65 1 6, 046, 800 11；515 249,590 4,399
65 2 6,792, 300 9, 072 274,340 2,711

. ( 注)これらの時間区分は旭硝子の時間区分に合わ备 

てある。すな:b ち上期は 1〜6 月，卞期は 7へね月であ 

る。輪入は板ガラス協会調べ。なお M ,は通産省 f窯業 

銃^ .年報j の生產実镣め並餚総訐と爽筘総評め比率を用 

いて並詒換算した。 E Vは国内出荷贵とM /の合計。国 

内出荷f i は 『窯業統計年報j より得られる，

—卜ー 0 . 7 程度であるととから，ずでに予想されて 

いたことである。またE 点から束北方向へ進めば両漭 

の利潤は減少し, 西南方向へ進めば増大する。それで 

は何故，旭 ，日本板両企業はともにその供給量を縮小 

しないのであろうか。例えば旭硝子は自己の供給jit咐 

に対佑して他企業がその供給i を減少するであろうと 

予想するめは何.故だろうか。

その理由は輪入庄力のためであるセ# えられる。表 

2 に各製品の国内需興量と輸入の実癀を掲げた。普通 

板 • 変り板ガラスの輪入が需要のたかだか0 . 2%粗度 

であるのに，磨き板では数名，多い時には2 割にも逋 

する期もあづた。戦後板方ラスは輪人# j限さ;Kていた. 
が， 1960年 6 月から1963年 8 月fcかけて，磨き板を 

除く扳ガラス全銘柄が自由化 さ：れるビ至った。当時將 

き板ガラスの国産品は，外国品に比べて6〜7 割高で 

あっ把。磨き板ガラスの輪入は国齒では遒叔なし、銘柄 

に限られセいたとはいえ，国産品の価格が余りに高く 

なれば，割安な輸入品への代替が生じるであろう。こ: 
のことは表2 の磨き奴輪入量の極めて不安定な変動の 

仕方からも推察される。

磨き板市場¥ 強く輪入圧力が存在しているとすると， 

等利潤!}丨丨線と関連づけて企業行動を解釈十るとすれば 

次めようになるで毛ろう。

E 点から西南方向への移動は，丨面格弾力性の小きな 

磨き板市場では価格を急激に鵃貴させる。そめ結果， 

価格の安い輪入磨き板みラスが国產磨き板ガぅスを駆 

遂することになるで'もろう。それ故，一方の企業が何ら 

かめ理由により供給量を増加して来;Kば他企業はその 

分だけ供給量を減少ぜざるを得ない(そぅしな好れば 

急激な利潤の減少を免れないから）。 こめように輸入品 

による代替を考虛したとき囟7 の I 9 6 0年上期の等利 

涧曲線群のグラプは図1 0のように変るで美ろう。こ 

め図1 0では，E 点を通り両軸に4 5 °で交わる商線尸(} 
が破線で示されヤいる。もし輸入品の供給が価格に閲 

し無限に弾力的であり，がつ輸入俪格が現行の国内価 

格と同一であれば，各企業の等利線群は因めよ ’5 
に三角破O F Gの内部でそれぞれの供給量め軸に対し 

座直になるであろう。何故なら三角形O F G内部では 

輸入価格が支配しているから，•その領域内での他企業

.

注（3 > 囟 7〜9 の均衡点E を通る利潤 i u の永傘は図3〜5 め间時期のそれと異なっている'  その理山は図7 —9 で 

は，D , として表2 に掲げた *■黛業統計年報j より得ら’れる国内需瘐f i を使用し,一方図 3 ~ 5 ではD ,として表 

2 め値を使瓜しているためである。: .
< 4 )  r旭硝子株式会社社史j ， 釕 年 ，pp. 339〜340
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板ガラス産業における企業行動 

図 3 0 磨 き 板 I 9 6 0年上期

の供給足の增減は一方の企業の利潤に影響を与えない 

からであるゲ

.このような等利润__線群を想定すれば，市場均衡点 

E は各企業にとって他企業の供給量を所与としたとき 

の利_ 般大点で务る匕どは明らがである。また例えば 

旭硝子が、国内供給量伽；A を増せば， 日本板硝于は直 

線 G F にそぅて：E 点からF 点の方向へ移動せざるを 

得ないであろう。直糝FGからの趄直方向への離脱は 

日本板硝子にとり利潤の減少を意味する6 また逆にp 
本板が供給fii：扑， を増すとき, 旭硝子は直線GF m 
そってE 点からG方向へ移らざるを得ない9 かくして 

各企業9 他企業の行動^:関する臆测変動の値は 一r  
(fft線F Gの勾配〉に等L くなるであろう。しかし実際 

には* — 方の企業が供給量の增加を続行することに対 

U 他企衆はその供給凰-の減少の割合を減少きせる<  
とによ.りこれを姐止しよう.とするであろ’うから，臆測 

度動の値は一1 より若干大きくなる可能性がある。

表 1 において1.956部から1965年にかけて磨き板の 

‘始测变動の推淀値が旭硝子が- 0 .  9 前後,日本板が

1—— 0 .8 裎度になっている。 とれらの結果に関す 

る一つの解釈として上述のような説明を与える.ことが 

できるであろう。

B. 結

:i .
以上の結果をまとめれば次のようになるであろう。

( i k 観測期間中，■普 通 板 ，.変り板ガラス市場では ，. 
輪入压力は余り存在せず，'各企業の供給量は，:.国内の 

競争相手の出方めみを考慮して決まっている。旭硝子 

は相手方企業の供給量め報復的な反応をほとんど無祝 

して独自に利砰最大点に近く供給暈を定め i ：い名。 こ 

れに対し日本板硝子は旭蛸子の報復的な反免を考撤に 

入れながら行動せざるを得ないようである。

⑵分柄の期間，磨き板ガラス市場では，旭•日本 

扳が祓占市場を形成しでいたが，製品の偭格蝻为挫が 

低いため， 2 社p 総供給量の婢少はたちまち価格騰貴 

を招き/ 辦入压力が強く存在する。このため,等利潤 

仙線群は市場均衡点奪M るマイナス1 の勾配の直線上 

に頂点を持つ機1 0のような丨11|線群となり， 一つの企 

業の供紿最の増加に対し，他企業は供給量の減少によ 

って反応せざるを得な,い, このような4 とから各企業 

は他企業の供給に関し経駿的乾マイナスJ 、に近い臆測 

変動を持つに苗る6 表 1 の臆測変動の推定結果はごの 

ような祺情と盤合的である。 厂

;
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分 布 ラ グ と ア 一 モ ン • ウ X

蓑 谷 千 凰 彦

分布ラダのモデルにおいて• ラグ*ウヱイトを推定す 

る方法には，先験的にラグ • ウX ィトの分布を彼定する(1) (2) (3)
方 法 (幾何級数的分布,パスカル分布,逆 v 字型分布等々） 

と， 先 験 的 に 分 布 を 仮 定 し な い で ラ グ • ウ k イトその 

ものを推定する方法があ .る， 、ンヤi リ ー •ァ ー モ ン に  

よって開発された方法は後者のタイプであるといえよ  

う。 こ の 論 文 目 的 は ア 一 モ ン め 方 法 で 推 定 き れ た ラ

グ • ウ inイト（これをアーモン • .ウヱ彳トと呼んでおこう〉

の統計的安定性を確かめるととにある。 ，

n でア一モン • ウ:^イトに関して簡単に概説を行な 

う6 そこではれ重cp幾何級数的遅れを仮定したときの 

餘時定数は《次のパス - ル分布<b苹均ラグに等しいこ 

とも示される。ノn iでァ一モン • .ウx イトの推定結果が 

_ 討され，従属変数のラ f 付変数を説明変数として含 

んでいるモデルか$ 計算されるラグ • ウェイトと7 — 
モン * ウX イトとはかなり興なる場合があることが示 

される。

n
: . 
次のような分布ラグめモデル

Yt=
を考えよう。（1)を

⑴

(2)

: 1
ことで沒= 2 鼠，切(幻土* ，. 2 切⑷= 1 と書き

直し，S i3 f < o o ,  | 9 ,はす5 ての { に関して同符♦であ 

るという仮定を設けることによって，w ( i ) は w t o O ト 

2 w ( i )  =  l を満足する確率と考えることがで乡る。 ヲ 

グ演算子をL, つまり

X t- i  ニ U X t
とすると，⑵ゆ  •

Y t = ( 3 W ( L ) X t (3)
ここで W (L ) = w (0 )+ w ( l)L ；+ —仂（2)L* + “ “ “

と書 < ことができる。そしてすベてのw ( i ) は非負で， 

W < 1 )= 1 であるから , W ( L ) を確率母関数 ( f とい5 
値をとる確率はw ( i) )と解釈できる：確率母関數め性質 

ょり

d W ih )  I
平均ラグ .E0: dh
.チグ分布の分散Var(9: d2W (U

d V ^ 1  
酿 U F ⑷

となる。 .

ラグ • ウヱイト w ii) の分布に関しては幾何級敎的 

分布 , X ガル分布，逆 V 字型分布などを考えると±が 

できる。たとえば , ％次のパスカル分布を伖定すると ,
w(i): / t t+ t  —1 \

\  i )
(1 —約 4

であり，⑶を⑵へ代入して

一 p g -x )n v
‘ “―(1一几)”し

と書くことができる。

(5)

(6)

注 ( 1 ) 参考文献⑶ 

( 2 ) " (8)


